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第
23
回

壬
生
寺
界
隈

■

千
本
通
を
歩
く

今
回
は
、
第
22
回
の
北
側
の
地
域
を
め
ぐ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
第

22
回
の
光
徳
公
園
の
脇
の
千
本
通
を
北
上
し
ま
す
。

千
本
高
辻
の
十
字
路
の
少
し
北
、
西
側
に
懐
か
し
い
「
特
製
生

•　が
入
り
ひ

や
し
あ
め
」。
取
材
の
と
き
は
暑
い
さ
な
か
だ
っ
た
の
で
、
喉
を
潤
す
た
め

に
、
買
っ
て
飲
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
少
し
行
く
と
、
東
面
し
て
「
千
仏
延
命

地
蔵
尊
」
の
　ほ
こ
ら祠　が
あ
り
ま
す
。「
千
仏
」
は
千
本
仏
光
寺
の
略
と
思
わ
れ
ま

す
。
写
真
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
壁
に
掲
示
板
、
傍
ら
に
椅
子
が
お
い
て
あ

り
、
町
内
の
集
会
所
と
い
う
雰
囲
気
で
す
。

こ
の
祠
の
斜
向
い
に
は
「
壬
生
豆
腐
」
の
看
板
を
掲
げ
た
早
川
商
店
（
で

き
た
て
豆
乳
一
杯
五
〇
円
！
）
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
南
壁
、
東
へ
向
か
う

の
路
地
（
千
仏
延
命
地
蔵
尊
の
写
真
に
写
っ
て
い
る
北
側
の
路
地
の
続
き
）

の
と
こ
ろ
に
、
町
名
看
板
「
壬
生
辻
町
千
本
通
高
辻
上
ル
」
1©
が
掲
げ
て

あ
り
ま
す
。
狭
い
路
地
の
中
で
、
し
か
も
高
い
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
あ
る
の

で
、
写
真
が
撮
り
に
く
い
。
す
こ
し
北
に
、
も
う
一
枚
。
階
下
が
ガ
レ
ー
ジ

に
な
っ
た
住
宅
の
二
階
部
分
に
、
町
名
看
板
「
壬
生
辻
町
千
本
通
佛
光
寺
下

ル
」
2©
が
あ
り
ま
す
。
町
名
は
、
同
じ
「
　み
ぶ
つ
じ
ま
ち

壬
生
辻
町　
」。
町
名
に
含
ま
れ
る

「
町
」
は
、「
ち
ょ
う
」
と
読
む
の
が
普
通
で
す
が
、
こ
こ
で
は
「
ま
ち
」
と

読
む
ら
し
い
。
同
じ
よ
う
な
訓
読
み
は
、
こ
の
近
辺
で
は
「
　み
ぶ
も
り
ま
ち

壬
生
森
町　
」
が

町
名
看
板
の
所
在
（
壬
生
寺
界
隈
）
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千
仏
延
命
地
蔵
尊

あ
り
ま
す
。
二
枚
の
町
名
看
板
は
、「
下
京
區
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
壬

生
辻
町
」
は
現
在
中
京
区
で
す
。

さ
ら
に
北
上
し
た
と
こ
ろ
、
西
側
に
町
名
看
板
「
壬
生
松
原
町
千
本
通
佛

光
寺
下
ル
」
3©
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
ま
で
は
、
商
店
が
混

在
す
る
住
宅
街
で
す
。

こ
の
「
壬
生
松
原
町
」
の
看
板
は
、「
中
京
區
」
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

仔
細
に
み
る
と
、
も
と
も
と
「
下
京
區
」
と
書
い
て
あ
っ
た
も
の
を
、
あ
と

か
ら
手
を
加
え
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

仏
光
寺
通
と
の
十
字
路
を
す
ぎ
て
、
さ
ら
に
北
上
す
る
と
、
商
店
が
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
ま
す
。
古
い
建
物
が
多
い
の
で
、
町
名
看
板
の
出
現
を
期
待

し
た
の
で
す
が
、
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
右
手
、
駐
車

　み
ぶ
つ
じ
ま
ち

壬
生
辻
町　

　せ
ん
ぼ
ん
ど
お
り

千
本
通　
　た
か
つ
じ

高
辻　
　あ
が上　
ル
1©

　み
ぶ
つ
じ
ま
ち

壬
生
辻
町　

　せ
ん
ぼ
ん
ど
お
り

千
本
通　
　ぶ
っ
こ
う
じ

佛
光
寺　
　さ
が下　
ル
2©

　み
ぶ
ま
つ
ば
ら
ち
ょ
う

壬
生
松
原
町　

　せ
ん
ぼ
ん
ど
お
り

千
本
通　
　ぶ
っ
こ
う
じ

佛
光
寺　
　さ
が下　
ル
3©
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場
越
し
に
、
壬
生
寺
の
屋
根
が
見
え
、
さ
ら
に
は
壬
生
寺
境
内
に
あ
る
ウ
ェ

ル
エ
イ
ジ
み
ぶ
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）
の
巨
大
な
建
物
が
み
え
ま
す
。
綾
小

路
の
変
則
的
な
交
差
点
を
す
ぎ
、
　ら
ん
で
ん

嵐
電　
の
高
架
を
潜
る
と
、
四
条
通
に
で
ま

す
。
潜
っ
た
と
こ
ろ
で
嵐
電
の
高
架
の
写
真
を
一
枚
。

嵐
電
の
千
本
通
高
架

■

壬

生

寺

千
本
通
を
千
本
通
と
仏
光
寺
通
の
交
差
点
ま
で
戻
っ
て
、
今
度
は
、
仏
光

寺
通
を
東
へ
辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ
ど
な
く
、「
壬
生
延
命
地
蔵
尊
」
の

石
柱
が
建
っ
た
壬
生
寺
の
南
門
に
着
き
ま
す
。
写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
、
塀

越
し
に
巨
大
な
千
体
仏
塔
が
見
え
ま
す
。
見
て
の
通
り
、
石
仏
を
円
錐
形
の

パ
ゴ
ダ
風
に
安
置
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
石
仏
は
、
区
画
整
理
が
明
治

時
代
の
お
こ
な
わ
れ
た
際
に
、
京
都
市
の
各
所
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
で
、

平
成
元
年
〔
一
九
八
八
〕
に
現
在
の
千
体
仏
塔
と
し
た
も
の
で
す
。

壬
生
延
命
地
蔵
尊
（
壬
生
寺
）
南
門
と
千
体
仏
塔

『
都
名
所
図
会
』
巻
二
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　み
ぶ
で
ら

壬
生
寺　
　
は
　ご
で
う
ぼ
う
も
ん

五
條
坊
門　
　す
ざ
か

朱
雀　
の
　ひ
が
し東　に
あ
り
。
　し
う
し

宗
旨　
は
　し
ん
ご
ん
り
つ

眞
言
律　

に
し
て
、
　わ
し
う
せ
う
だ
い
じ

和
州
招
提
寺　
に
　ぞ
く屬　
す
。
　ほ
ん
ぞ
ん

本
尊　
　ぢ
ざ
う
ぼ
さ
つ

地
藏
菩
薩　
は
　ざ
ざ
う

坐
像　
、
　み
た
け長　

三
　じ
や
く尺　
に
し
て
、
　じ
や
う
て
う

定
朝　
の
　さ
く作　
な
り
。
　た
う
じ

當
寺　
の
　さ
う

く
草
創　
は
、
一
　で
う
ゐ
ん

條
院　

　ぎ
よ
う

御
宇　
　し
や
う
れ
き

正
暦　
二
　ね
ん年　
に
し
て
、
　か
い
き

開
基　
は
　み
ゐ
で
ら

三
井
寺　
の
　く
わ
い
け
ん
だ
い
そ
う
づ

快
賢
大
僧
都　
な
り
。

　姓は
藤
氏
に
て
、
粟
田
關
白
道
兼
の
支
族
な
り
。
智
證
大
師
に
随
身

し
て
、
天
台
の
奥
義
を
究
む
。
永
承
十
六
年
十
一
月
十
六
日
寂
す
。　

五
条
坊
門
は
、
現
在
の
仏
光
寺
通
の
こ
と
。
　す
ざ
か

朱
雀　
は
、
こ
の
振
り
が
な
の

よ
う
に
読
ん
で
、
現
在
の
千
本
通
り
の
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
今
風
に
い
え

ば
、
壬
生
寺
の
所
在
地
は
、「
仏
光
寺
通
千
本
　ひ
が
し
い
る

東
入　
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
説
明
の
あ
と
、
本
尊
の
地
蔵
菩
薩
の
　
し
ゃ
く
じ
ょ
う

錫
杖　
（
平
安
中
期
、
重
要
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文
化
財
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
）
に
つ
い
て
の
不
思
議
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
三
七
年
〔
一
九
六
二
〕
に
本
堂
が
全
焼
し
た
際
に
、
本
尊
の

地
蔵
菩
薩
も
焼
失
。
本
堂
は
、
昭
和
四
五
年
〔
一
九
七
〇
〕
に
再
建
。

壬
生
寺
表
門

壬
生
寺
本
堂

『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
巻
一
の
「
壬
生
寺
」
の
項
に
は
、
次
の
記
載
が
あ

り
ま
す
。壬

生
寺
　宝憧
三

昧
院
　
。
　在
二　
綾
小
路
ノ
南
坊
城
ノ
　
、
西
一　

眞
言
律
　　屬二　
和
州

招
提
　寺
一　　
。

門
二
所
　一　在
二　
坊
城
　通
一　
東
向

一
　在
二　
五
條
坊
　門
一　
南
向　
。
本
堂
　南向　。
本
尊
地
藏
　定朝作　
。

『
山
城
名
跡
巡
行
志
』、
僧
浄
慧
、
宝
暦
四
年
〔
一
七
五
四
年
〕

『
新
修
京
都
叢
書
第
十
巻
山
城
名
跡
巡
行
志
・
京
町
鑑
』
光
彩
社
、
一
九
六
八

（
書
き
下
し
文
）

　み
ぶ
で
ら

壬
生
寺　
（
　ほ
う
し
よ
う
ざ
ん
ま
い
ゐ
ん

宝
憧
三
昧
院　
）。
綾
小
路
の
南
、
坊
城
の
西
に
在
り
。

眞
言
律
（
和
州
、
招
提
寺
に
屬
す
）。
門
、
二
所
（
一
は
、
坊
城

通
に
在
り
。
東
向
。
一
は
、
五
條
坊
門
に
在
り
。
南
向
）。
本
堂

は
、
南
向
。
本
尊
は
、
地
藏
（
定
朝
作
）。

『
都
名
所
図
会
』
巻
二
の
壬
生
寺
の
鳥
瞰
図
は
、
四
条
通
大
宮
の
西
に

あ
っ
た
　き
ょ
う
じ
ゃ
く
じ

更
雀
寺　
の
位
置
か
ら
考
え
て
、
東
南
か
ら
西
北
方
向
を
見
た
図
と
考

え
ら
れ
ま
す
（
更
雀
寺
は
、
昭
和
五
二
年
〔
一
九
七
七
〕
に
岩
倉
に
移
転
）。

左
手
に
描
か
れ
て
い
る
門
は
、
仏
光
寺
通
に
面
す
る
南
門
で
す
の
で
、『
山

城
名
跡
巡
行
志
』
の
説
明
に
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
。
現
在
は
、
記
載
の
あ
る
二

箇
所
の
門
と
、
北
門
が
あ
り
ま
す
。
本
堂
が
南
向
き
で
あ
る
こ
と
が
、
現
在

の
本
堂
（
東
向
き
）
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
の
記

述
で
は
、
続
い
て
「
子
院
六
宇
」
と
あ
り
ま
す
が
、
右
手
に
島
状
に
固
ま
っ

て
い
る
建
物
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
し
ょ
う
。
現
在
は
、
そ
の
う
ち
の
「
中

院
」（
中
之
坊
、
文
政
一
二
年
〔
一
八
二
九
〕
再
建
）
だ
け
が
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
が
祭
ら
れ
、
洛
陽
三
三
所
観
音
巡
礼

第
二
八
番
札
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
院
の
建
物
の
背
後
南
側
に
は
壬
生
老

人
ホ
ー
ム
（
壬
生
寺
表
門
の
写
真
の
左
手
に
写
っ
て
い
る
三
階
建
の
建
物
）

が
あ
り
、
広
い
境
内
を
利
用
し
た
多
角
経
営
は
、
現
世
指
向
。
中
院
の
向
か

い
に
は
、
阿
弥
陀
堂
が
平
成
一
四
年
〔
二
〇
〇
二
〕
に
再
建
さ
れ
て
い
て
、

地
階
が
壬
生
寺
歴
史
資
料
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
奥
に
、
壬
生
塚
が
あ

り
、
そ
こ
に
新
選
組
隊
士
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
新

選
組
」（
二
〇
〇
四
年
）
以
来
、
訪
ね
る
人
が
増
え
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
柿

本
人
麿
の
灰
塚
と
つ
た
わ
る
人
丸
塚
が
あ
り
ま
す
。
碑
は
大
正
年
間
の
建
立

と
あ
り
ま
す
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
一
に
「
　リ在
二　
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『
都
名
所
図
会
』
巻
二
（
安
永
九
年
〔
一
七
八
〇
〕）
壬
生
寺
の

図
。

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
平
安
京
都
名
所
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

よ
り
引
用
）

坊
城
通
ノ
西
、
高
辻
ノ
　ニ

。
南
一　

由
来
　不
レ　
　ラ

。
知　
」（
坊
城
通
の
西
、
高
辻
の
南

に
在
り
。
由
来
、
知
ら
ず
）
と
説
明
し
て
あ
る
「
人
丸
塚
」
を
移
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
と
も
推
測
し
ま
し
た
が
、
竹
村
俊
則
『
新
撰
京
都
名
所
図
会
』

（
一
九
六
二
）
巻
四
に
は
、「
人
丸
塚
は
、
壬
生
寺
の
南
、
坊
城
通
高
辻
下
ル

西
側
（
壬
生
辻
町
）
の
某
染
色
工
場
の
中
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
の
で
、
ど

う
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
す
（
某
染
色
工
場
も
今
は
な
く
、
更
地
に
な
っ

て
い
ま
す
）。
壬
生
寺
の
こ
の
部
分
は
、
若
干
観
光
寺
院
化
し
て
き
て
料
金

が
必
要
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
境
内
を
自
由
に
歩
け
ま
す
。
壬
生
寺
は
、
地
蔵

尊
を
本
尊
と
す
る
だ
け
あ
っ
て
、
水
掛
地
蔵
（
水
を
掛
け
て
祈
る
と
願
い
が

一
つ
叶
う
）、
夜
泣
き
地
蔵
（
幼
児
の
夜
泣
き
止
め
）
な
ど
の
御
利
益
の
あ

る
地
蔵
が
境
内
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
院
（
洛
陽
観
音
二
八
番
札
所
）

一
夜
天
神

坊
城
通
に
東
面
す
る
表
門
を
は
い
っ
て
、
右
手
に
あ
る
お
堂
は
、
一
夜
天

神
。
嘉
永
五
年
〔
一
八
五
二
〕
の
再
建
。
両
脇
に
金
比
羅
大
権
現
（
右
）、
六
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所
明
神
（
左
、
壬
生
寺
の
鎮
守
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。「
　い
ち
や
の
て
ん
じ
ん

一
夜
天
神　
」
は
、

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
、「
壬
生
寺
の
門
前
、
民
家
の
間
に
あ
り
。
北

野
一
夜
松
の
霊
を
勧
請
し
け
る
な
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
夜
松
神

社
は
北
野
神
社
の
末
社
で
、「
一
夜
に
千
本
の
松
が
生
え
る
と
こ
ろ
に
祀
れ
」

と
い
う
菅
原
道
真
の
お
告
げ
に
よ
る
も
の
。
六
所
明
神
は
、
引
用
し
た
鳥
瞰

図
に
も
、「
六
所
社
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
鳥
瞰
図
「
六
所
社
」

の
隣
に
あ
る
「
い
な
　り里　
」
は
、
現
在
は
北
門
の
西
側
に
あ
る
「
　み
ぶ
が
わ

三
福
川　
稲
荷

堂
」
の
こ
と
で
し
ょ
う
。「
三
福
川
」
は
「
壬
生
川
」
を
め
で
た
く
言
い
換
え

た
も
の
。
鳥
瞰
図
の
左
上
方
に
あ
る
「
　え
び
す
の
も
り

蛭
子
森　
」
と
い
う
の
は
、『
山
城
名

跡
巡
行
志
』
第
一
に
載
っ
て
い
る
「
　え
び
す夷　ノ
　や
し
ろ社　」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

説
明
に
は
、「
　リ有
二　
四
條
朱
雀
ノ
西
二
　ニ丁
一　
　夷森　古
ヘ
高
明
親
王
ノ
第
址
」（
四
條

朱
雀
の
西
二
丁
（
　
え
び
す
の
も
り

夷
森　
）
に
有
り
。
　い
に
し古　へ
、
高
明
親
王
の
　て
い第　
　あ
と址　
）
と
あ
り
ま

す
。
表
記
は
違
い
ま
す
が
、
所
在
地
の
割
書
が
「
　
え
び
す
の
も
り

夷
森　
」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

■

太
平
記
に
出
て
く
る
壬
生
地
蔵
尊—

縄
目
地
蔵

壬
生
地
蔵
尊
は
、「
　な
わ
め
じ
ぞ
う

縄
目
地
蔵　
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
名
の
由
来
は
、

『
太
平
記
』
巻
第
二
四
に
あ
る
「
　み
や
け

三
宅　
・
　を
ぎ
の

荻
野　
　む
ほ
ん
の

謀
叛　
　こ
と事　
　
　
つ
け
た
り
付　
　み
ぶ
ぢ
ざ
う
の

壬
生
地
蔵　
　こ
と事　
」

の
記
述
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
本
編
「
　み
や
け

三
宅　
・
　を
ぎ
の

荻
野　
　む
ほ
ん
の

謀
叛　
　こ
と事　
」
の
要
約
。

時
は
南
北
朝
時
代
、
　び
ぜ
ん

備
前　
国
の
住
人
　み
や
け

三
宅　
三
郎
　た
か
の
り

高
徳　
と
　た
ん
ば

丹
波　

国
の
住
人
　お
ぎ
の

荻
野　
彦
六
　と
も
た
だ

朝
忠　
は
相
図
っ
て
、
　か
う
づ
け

上
野　
国
に
い
た
新
田

　さ
え
も
ん
の

左
衛
門　
　す
け佐　
義
治
を
擁
立
し
て
謀
反
の
手
は
ず
を
整
え
ま
し
た
が
、

こ
と
は
室
町
将
軍
側
に
露
見
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
追
討
の
兵
に

攻
め
ら
れ
て
、
荻
野
朝
忠
は
降
伏
。
残
っ
た
三
宅
高
徳
は
、
新

田
義
治
を
と
も
な
っ
て
、
海
上
よ
り
京
へ
の
ぼ
り
、
室
町
将
軍
側

の
人
々
を
夜
討
に
し
よ
う
と
と
た
く
ら
み
ま
し
た
。
兵
を
集
め
る

た
め
　か
い
ぶ
ん

廻
文　
を
諸
国
に
　つ
か
わ遣　す
と
、
身
を
か
く
し
て
い
た
南
朝
方
の
兵

　せ
ん
よ
に
ん

千
余
人　
が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
目
立
た
な
い
よ
う
に
四
手
に
分

け
て
隠
し
、
夜
討
の
決
行
を
待
ち
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
　ひ
と
て

一
手　
は
、

四
条
壬
生
。
夜
討
の
　て
び
き

手
引　
の
た
め
に
　く
つ
き
や
う

究
竟　
の
忍
び
ど
も
を
隠
し
ま

し
た
。
決
行
前
日
に
企
て
が
漏
れ
て
、
時
の
所
司
代
　つ
づ
き

都
筑　
入
道

が
、
こ
こ
を
攻
め
ま
し
た
。
忍
び
ど
も
の
奮
戦
も
及
ば
ず
、
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
謀
反
の
陣
営
は
　ち
り
ぢ
り

散
　々
に
な

り
、
三
宅
高
徳
は
、
新
田
義
治
と
と
も
に
信
濃
国
へ
落
ち
て
ゆ
き

ま
し
た
。

続
い
て
、「
　
つ
け
た
り
付　
　み
ぶ
ぢ
ざ
う
の

壬
生
地
蔵　
　こ
と事　
」
で
す
。
壬
生
に
分
宿
し
て
い
た
も
の
は

皆
討
死
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
　こ
う
わ

香
勾　
　た
か
と
う

高
遠　
と
い
う
も
の
が
た
だ
一
人
、

壬
生
地
蔵
尊
の
加
護
に
よ
り
生
き
延
び
ま
し
た
。
日
本
文
学
電
子
図
書
館

（J-T
E

X
T

S,http://w
w

w
.j-texts.com

/

）
に
太
平
記
（
国
民
文
庫
）
の

本
文
が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
用
し
ま
し
ょ
う
（
振
り
が
な
の
一
部
、
訓
点
を

追
加
）。さ

て
も
　こ
の此　
　ひ日　
　み

ぶ
壬
生　
の
在
家
に
隠
れ
居
た
る
謀
反
人
　ど
も共　
、

　の
が
れ
ら
る
る
と
こ
ろ
な
く
て

　無
二　
　被
レ　
遁
　処
一　　
皆
　う
た討　
れ
け
る
中
に
、
　む
さ
し
の

武
蔵　
　く
に
の国　
　ぢ
ゆ
う
に
ん

住
人　
に
、
　か
う
わ

香
勾　

　し
ん
ざ
ゑ
も
ん

新
左
衛
門　
　た
か
と
ほ

高
遠　
と
　い
ひ云　
け
る
者
只
一
人
、
　ぢ
ざ
う
ぼ
さ
つ

地
蔵
菩
薩　
の
命
に
替
ら

せ
給
ひ
け
る
に
　よ
つ依　
て
、
死
を
　の
が遁　
れ
け
る
こ
そ
　ふ

し

ぎ

不
思
議　
な
れ
。

『
太
平
記
』
巻
第
二
十
四
、
国
民
文
庫
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（
現
代
語
訳
）

な
に
は
さ
て
お
き
、
こ
の
日
壬
生
の
民
家
に
隠
れ
て
い
た
謀
反

人
た
ち
は
、
逃
げ
込
む
と
こ
ろ
が
な
く
皆
討
た
れ
た
の
に
、
武

蔵
の
国
の
住
人
、
　こ
う
わ

香
勾　
　し
ん
ざ
え
も
ん

新
左
衛
門　
　た
か
と
う

高
遠　
と
い
う
も
の
が
た
だ
ひ
と

り
、
地
蔵
菩
薩
が
そ
の
命
と
引
き
替
え
に
な
さ
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
死
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
実
に
不
思
議
な
こ
と

で
あ
っ
た
。

そ
の
仔
細
は
次
の
通
り
で
す
。

高
遠
は
、
所
司
代
の
兵
の
囲
み
を
破
っ
て
、
壬
生
地
蔵
堂
の
中

へ
走
り
込
み
ま
す
。
ど
こ
か
に
隠
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
と
探
す

う
ち
に
、
寺
僧
と
お
も
わ
れ
る
法
師
が
堂
か
ら
出
て
き
て
、「
そ
の

よ
う
な
姿
を
し
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に
み
つ
か
る
。
こ
の
念
珠
と
太

刀
と
を
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
で
、
法
師
の
い
う
が
ま

ま
に
従
い
ま
す
。
追
手
が
四
・
五
十
人
、
堂
の
庭
に
走
り
込
ん
で
、

門
を
閉
め
、
く
ま
な
く
さ
が
し
ま
わ
り
ま
す
。
高
遠
は
、
念
珠
を

　つ
ま
ぐ

爪
繰　
り
な
が
ら
、「
　い
だ
い
じ
ん
づ
う
は
う
べ
ん
り
き

以
大
神
通
方
便
力　
、
　も
つ
り
や
う
だ
ざ
い
し
よ
あ
く
し
ゆ

勿
令
堕
在
諸
悪
趣　
。」
と

高
ら
か
に
　け
い
び
ゃ
く

啓
白　
（
お
経
を
始
め
る
た
め
に
唱
え
る
こ
と
）
し
、
日

頃
念
じ
て
い
る
お
経
を
唱
え
て
お
り
ま
し
た
。
追
手
は
、
単
な
る

参
詣
人
と
考
え
て
見
逃
し
、
ほ
か
を
探
し
ま
わ
り
ま
す
。
仏
壇
の

内
、
天
井
の
上
ま
で
探
し
た
挙
げ
句
、
堂
の
傍
ら
で
血
の
つ
い
た

太
刀
を
も
っ
た
法
師
を
見
つ
け
ま
す
。「
す
は
や
　こ
こ此　
に
こ
そ
　お
ち
う
と

落
人　

は
　あ
り有　
け
れ
。」
と
、
こ
の
法
師
を
三
人
が
か
り
で
取
り
押
さ
え
、

　た
か
て
こ
て

高
手
小
手　
に
縛
っ
て
、
　
さ
む
ら
い
ど
こ
ろ

侍
所　
へ
引
き
渡
し
ま
す
。
こ
の
　め
し
う
ど

召
人　
を

受
け
取
っ
た
所
司
代
都
筑
入
道
は
、
そ
の
ま
ま
牢
に
入
れ
ま
す
。

翌
日
、
　ま
も
り
て

守
手　
も
牢
か
ら
目
を
は
な
さ
ず
、
戸
も
開
い
て
い
な
い

の
に
、
牢
の
中
は
も
ぬ
け
の
　か
ら空　
で
す
。
召
人
が
座
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
は
、
よ
い
香
り
が
残
っ
て
い
て
、
ち
ょ
う
ど
「
　ご
づ
せ
ん
だ
ん

牛
頭
旃
檀　
の

　に
ほ
ひ薫　」
の
よ
う
で
す
。
法
師
を
捕
ら
え
た
三
人
の
者
の
左
右
の
手
、

鎧
の
袖
や
　く
さ
ず
り

草
摺　
ま
で
よ
い
香
り
が
染
み
こ
ん
で
と
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
不
思
議
に
、
地
蔵
堂
に
調
べ
に
ゆ
か
せ
ま
す
と
、
地
蔵
尊
の
体

の
所
々
に
、
鞭
の
あ
と
が
あ
り
黒
ず
ん
で
い
て
痛
々
し
い
有
様
。

そ
の
う
え
、
高
手
小
手
に
縛
っ
た
縄
の
切
れ
端
が
残
っ
て
い
ま

す
。
捕
ら
え
た
法
師
が
地
蔵
尊
の
化
身
と
悟
っ
た
三
人
は
、
泣
い

て
許
し
を
乞
い
、
　も
と
ど
り

本
鳥　
（
髻
）
を
切
っ
て
出
家
し
ま
し
た
。「
　か
れ彼　

は
　よ
り
テ
依
二　
　順
ー　　
　ニ縁
一　
　こ
ん
じ
や
う

今
生　
に
　ケ助
レ　
　ヲ

、
命　

　こ
れ是　
は
　よ
り
テ
依
二　
　逆
ー　　
　ニ縁
一　
　ら
い
し
や
う

来
生　
の
　ル得
二　
　値
ー　　

　遇
一　
事
」（
地
蔵
菩
薩
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
の
世
に
命
を

助
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
一
方
、
地
蔵
菩
薩
に
背
い
た
た
め

に
、
こ
れ
を
悔
い
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
来
世
で
地

蔵
菩
薩
の
ご
加
護
を
え
る
こ
と
も
あ
る
）
は
、
如
来
が
説
い
て
き

た
あ
り
が
た
い
お
言
葉
。
こ
れ
に
た
が
わ
ず
、
香
勾
高
遠
は
順
縁

で
、
法
師
を
捕
ら
え
た
三
人
は
逆
縁
で
、
い
ず
れ
も
仏
の
道
に
入

り
ま
し
た
。

身
代
わ
り
に
捕
ら
え
ら
れ
た
と
き
の
縄
目
が
残
っ
て
い
た
た
め
に
、
こ
れ

よ
り
の
ち
、
壬
生
地
蔵
尊
は
「
縄
目
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
洛
陽
四
十
八
願
所

地
蔵
尊
の
第
一
番
に
あ
げ
ら
れ
て
、
広
く
あ
が
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
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た
。
本
来
の
地
蔵
菩
薩
は
　は
ん
か

半
跏　
像
で
し
た
が
、
昭
和
三
七
年
〔
一
九
六
二
〕

に
本
堂
が
全
焼
し
た
際
に
、
残
念
な
が
ら
類
焼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在

の
本
尊
は
、
律
宗
総
本
山
唐
招
提
寺
の
延
命
地
蔵
菩
薩
立
像
を
移
し
た
も
の

で
、
重
要
文
化
財
。

ち
な
み
に
、
　ご
づ
せ
ん
だ
ん

牛
頭
旃
檀　
と
は
、
イ
ン
ド
の
　ま

ら

や

摩
羅
耶　
山
（
牛
頭
山
）
に

産
す
る
旃
檀
（
白
檀
、
香
木
の
一
種
）。
高
遠
が
　と
な誦　
え
て
い
る
経
文
は
、

『
　じ
ぞ
う
ば
さ
つ
ほ
ん
が
ん
く
ど
く
き
ょ
う

地
蔵
菩
薩
本
願
功
徳
経　
』
の
一
節
で
、
世
尊
が
地
蔵
菩
薩
に
託
し
た
言
葉

で
す
。
た
だ
し
、
方
便
力
は
方
便
度
（
方
便
の
心
・
度
量
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
訓
点
文
と
書
き
下
し
文
を
示
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。「
　し
ょ
あ
く
し
ゅ

諸
悪
趣　
」
は

「
も
ろ
も
ろ
の
　あ
く
ぎ
ょ
う

悪
業　
の
報
い
に
よ
っ
て
落
ち
る
迷
い
の
世
界
」
の
こ
と
。

（
訓
点
文
）

　も
つ
テ
以
二　
　お
ほ
い
ナ
ル

大
　
　神
ー　　
　ト通　
　方
ー　　
　ノ便　
　ち
か
ら
ヲ、
力
一　

　な
か
レ
勿
レ　

　し
め
ル
コ
ト

令
レ　
　お
チ堕

ー二　
　ざ
い
セ
在　
　諸
ー　　
　悪
ー　　

　ニ

。
趣
一　（

書
き
下
し
文
）

大
い
な
る
神
通
と
方
便
の
力
を
も
っ
て
、
諸
悪
趣
に
堕
ち
在
せ

し
め
る
こ
と
な
か
れ
。

■

壬
生
狂
言

本
堂
の
向
か
っ
て
右
手
に
壬
生
寺
保
育
園
。
そ
の
二
階
は
、
多
目
的
ホ
ー

ル
と
壬
生
狂
言
の
観
覧
席
に
な
っ
て
い
ま
す
。
観
覧
席
の
北
側
に
は
、
大
念

仏
堂
（
重
要
文
化
財
、
安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕
再
建
）
が
あ
り
、
こ
こ

で
壬
生
狂
言
が
上
演
さ
れ
ま
す
。「
壬
生
の
カ
ン
デ
ン
デ
ン
」
と
呼
び
な
ら

わ
さ
れ
て
い
る
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
無
言
劇
で
す
。
カ
ン
は
　わ
に
ぐ
ち

鰐
口　

の
音
、
デ
ン
デ
ン
は
太
鼓
の
音
で
、
こ
れ
ら
に
笛
が
加
わ
っ
た
囃
子
が
ゆ
っ

た
り
と
奏
さ
れ
る
だ
け
で
、
演
者
は
終
始
無
言
。『
都
名
所
図
会
』
に
は
、

「
　だ
い
ね
ん
ぶ
つ

大
念
佛　
、
　え
ん
が
く
し
や
う
に
ん

圓
覺
上
人　
よ
り
　は
じ
ま始　る
。
　ま
い
ね
ん

毎
年　
三
　ぐ
わ
つ月　十
四
　か日　
よ
り
二
十
四
　か日　
に
　い
た至　

る
。
　し
ゆ

ぐ
種
　々
の
　さ
る
が
く

猿
楽　
を
な
す
。
　こ
れ是　
を
　み

ぶ
壬
生　
の
　き
や
う
げ
ん

狂
言　
と
い
ふ
。」
と
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
円
覚
上
人
（
一
二
二
三
〜
一
三
一
一
）
は
、
壬
生
寺
中
興
の
祖
。

正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
に
大
念
仏
会
を
始
め
、
こ
の
と
き
に
無
言
劇
で
仏

の
教
え
を
説
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
都
名
所
図
会
』
巻
二
に
は
、「
あ
た
ご
ま
い
り
の
壬
生
狂
言
」
の
挿
絵

が
あ
る
の
で
、
引
用
し
ま
し
ょ
う
（
右
図
）。
そ
の
説
明
に
は
、
当
時
の
演

目
が
列
挙
し
て
あ
り
ま
す
。

む
か
し
よ
り
　さ
だ定　
ま
る
　き
や
う
げ
ん

狂
言　
の
　か
ず数　
廿
五
番
あ
り
。
　を
け桶　
と
り
（
＊
）、

　は
な
ぬ
す
び
と

花
盗
人　
（
＊
）、
　も
み
ぢ
が
り

紅
葉
狩　
（
＊
）、
　さ
る猿　
、
　あ
た
ご

愛
宕　
詣
り
（
＊
）、
　き
つ
ね狐　つ

り
、
　焙

烙

ほ
う
ろ
く　
　割ワ　
リ
（
＊
）、
　ぬ
え鵺　
（
＊
）、
　ら
い
く
わ
う

頼
光　
山
入
、
　め
く
ら
の
か
は
わ
た
り

盲
人
川
渡　
、

　せ
つ
ぶ
ん

節
分　
（
＊
）、
　は
な
み

花
見　
、
　さ
る
ひ
き

猿
引　
、
　え
ん
ま
す
ま
ふ

焔
魔
角
力　
、
　が
き
せ
め

餓
鬼
責　
、
　そ

が
曽
我　
（
＊
）、

　賽さい　
の
　河

原

か
は
ら　
（
＊
）、
　ぼ
う棒　
し
ば
り
、
　し
や
う
わ
る
ぼ
う
ず

性
悪
坊
主　
、
　く
ま
さ
か

熊
坂　
（
＊
）、

　ら
し
や
う
も
ん

羅
生
門　
（
＊
）、
　ゆ
た
て

湯
立　
（
＊
）、
　葵

の

上

あ
ふ
ひ
の
う
へ　
、
　お
と
こ
た
て

男
伊
達　
、
　ぼ
う棒　

ふ
り
（
＊
）

た
だ
し
、
＊
印
は
現
在
の
演
目
に
も
名
前
が
あ
る
も
の
で
す
が
、
＊
印
以
外

が
ど
の
演
目
に
当
た
る
か
は
、
調
べ
が
足
り
ず
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に

現
在
の
演
目
は
三
〇
番
に
増
え
て
い
て
、
愛
宕
詣
り
、
安
達
が
原
、
大
江
山
、

大
原
女
、
桶
取
、
餓
鬼
角
力
、
蟹
殿
、
熊
坂
、
賽
の
河
原
、
酒
蔵
金
蔵
、
節

分
、
大
仏
供
養
、
大
黒
狩
、
玉
藻
前
、
土
蜘
蛛
、
道
成
寺
、
鵺
、
橋
弁
慶
、

花
折
、
花
盗
人
、
舟
弁
慶
、
炮
烙
割
、
堀
川
御
所
、
本
能
寺
、
棒
振
、
紅
葉
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『
都
名
所
図
会
』
巻
二
（
安
永
九
年
〔
一
七
八
〇
〕）
壬
生
狂
言

の
図
。

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
平
安
京
都
名
所
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ

り
引
用
）

狩
、
山
端
と
ろ
ろ
、
湯
立
、
夜
討
曽
我
、
羅
生
門
。
可
能
性
が
あ
る
の
は
、

「
　き
つ
ね狐　つ
り
」
が
、
狐
つ
な
が
り
で
、
現
在
の
演
目
の
「
　た
ま
も
の
ま
え

玉
藻
前　
」
と
関
係
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、「
　ら
い
く
わ
う

頼
光　
山
入
」
は
、
源
頼
光
の
酒
呑
童
子

退
治
の
一
場
面
で
す
か
ら
、
多
分
現
在
の
演
目
「
大
江
山
」
の
こ
と
で
し
ょ

う
。「
　え
ん
ま
す
ま
ふ

焔
魔
角
力　
」
は
、
現
在
の
「
　が
き
ず
も
う

餓
鬼
角
力　
」
に
相
当
す
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
な
お
、『
都
名
所
図
会
』「
あ
た
ご
ま
い
り
の
壬
生
狂
言
」
の
挿
絵

に
あ
る
「
　焙

烙

ほ
う
ろ
く　
　割ワ　
リ
」
の
「
ろ
」
の
字
は
、
他
の
と
こ
ろ
に
あ
ら
わ
れ

る
「
ら
」
の
字
と
は
筆
の
入
り
の
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
当
時
は

「
ほ
う
ろ
く
」
と
読
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
壬
生
狂
言
で
は

「
ほ
う
ら
く
わ
り
」
と
読
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

引
用
し
た
挿
絵
（
右
図
）
の
「
　あ
た
ご

愛
宕　
詣
り
」
で
は
、
愛
宕
山
に
詣
で
た

金
持
ち
の
大
尽
が
、
帰
り
に
茶
屋
に
寄
っ
て
　か
わ
ら
け

土
器　
投
げ
を
楽
し
み
ま
す
（
演

目
で
は
煎
餅
を
投
げ
、
こ
れ
を
食
べ
る
と
　や
く
よ

厄
除　
け
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
）。
茶
屋
で
休
ん
で
い
る
親
娘
連
れ
の
娘
に
一
目
惚
れ
。
引
用
し
た
挿
絵

は
、
小
者
が
な
ん
と
か
話
を
つ
け
て
、
母
親
を
引
き
離
し
た
場
面
。
豪
華
な

被
り
も
の
（
現
在
の
演
目
で
は
、
　ま
ぶ
か

目
深　
に
被
っ
た
笠
）
の
中
に
は
、
お
か
め

の
面
が
か
す
か
に
見
え
ま
す
。
大
尽
が
被
り
も
の
を
と
る
と
、
予
想
に
反
し

て
二
目
と
見
ら
れ
ぬ
容
貌
。
最
後
に
は
、
大
尽
は
逃
げ
だ
し
、
娘
が
追
い
か

け
る
と
い
う
筋
。

も
う
一
つ
引
用
し
た
「
　を
け桶　
と
り
」
の
挿
絵
（
左
図
）
の
中
に
は
、

　み

ぶ
壬
生　
の
大
　ね
ん
ぶ
つ

念
佛　
　ち
う
こ
う

中
興　
の
開
山
　え
ん
が
く

圓
覺　
上
人
よ
り
は
じ
ま
り
、
毎
年

三
月
十
四
日
十
日
十
夜
　ほ
ん
だ
う

本
堂　
に
お
ゐ
て
　し
ゆ
ぎ
や
う

修
行　
す
。
此
　ゑ會　
の
中
　し
ゆ

ぐ
種
　々

の
　け
う
げ
ん

狂
言　
を
な
す
事
、　ぐ
ち
も
う
ま
い

愚
癡
蒙
昧　
の
　や
か
ら輩　、　し
や
う
え
ん

勝
縁　
を
　む
す
び結　は
じ
め
て
、　ぼ
だ
い

菩
提　

の
　み
ち道　
に
　い
ら入　
し
め
ん
が
た
め
の
　は
う
べ
ん

方
便　
な
る
べ
し
。
　お
け桶　
と
り
の
　け
う
げ
ん

狂
言　
。
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と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。「
　け
う
げ
ん

狂
言　
」
の
振
り
が
な
は
、「
　き
や
う
げ
ん

狂
言　
」
が
正
し
い
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
何
度
見
て
も
「
け
う
げ
ん
」
と
見
え
る
の
で
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
す
。

「
　を
け桶　
と
り
」
は
、
終
わ
り
方
が
特
異
。
壬
生
寺
の
近
く
に
住
む
娘
は
、
器

量
は
よ
い
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
指
が
三
本
し
か
な
い
の
で
、
来
世
は
障
碍
の

な
い
よ
う
に
と
、
毎
日
　あ

か
閼
伽　
を
桶
に
汲
ん
で
、
壬
生
寺
本
尊
の
延
命
地
蔵

菩
薩
（
更
雀
寺
の
　
す
ず
め
の
も
り

雀
森　
地
蔵
、
一
名
　お
け
と
り

桶
取　
地
蔵
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
）
に
祈
願
し
て
お
り
ま
し
た
。
閼
伽
を
汲
む
と
き
は
、
地
蔵
菩
薩
の

　し
ゅ
じ
種
字　
（
梵
字
の
「
カ
」。
壬
生
寺
の
御
朱
印
を
も
ら
え
ば
、
本
尊
の
か
わ
り

に
押
し
て
あ
る
）
を
描
く
よ
う
に
汲
む
の
が
作
法
。
こ
の
娘
を
大
尽
が
見
初

め
て
口
説
き
ま
す
。
娘
も
折
れ
て
踊
り
を
教
え
、
二
人
で
踊
っ
て
い
る
と
、

身
重
な
本
妻
が
見
付
け
て
し
ま
い
ま
す
。
引
用
し
た
挿
絵
（
左
図
）
は
、
こ

の
場
面
。
す
っ
た
も
ん
だ
の
末
、
大
尽
は
妻
を
捨
て
て
娘
を
追
い
ま
す
。
残

さ
れ
た
　し
こ
め

醜
女　
の
本
妻
は
、
鏡
を
み
な
が
ら
化
粧
を
し
ま
す
が
ど
う
に
も
な
ら

ず
、
自
分
の
容
姿
を
悲
し
ん
だ
末
に
泣
き
崩
れ
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
、「
　を
け桶　

と
り
」
の
　あ
ら
す
じ

粗
筋　
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
本
妻
が
い
か
に
も
　か
わ
い
そ
う

可
哀
想　
。
実
は
、
本

妻
が
狂
死
し
た
あ
と
、
大
尽
が
出
家
し
て
菩
提
を
弔
う
と
い
う
後
日
談
を
、

言
外
に
残
し
て
終
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
狂
言
は
終
わ
り
方
が
特
異
な

だ
け
に
、
言
外
の
宗
教
性
を
い
ろ
い
ろ
と
想
像
す
る
と
い
う
仕
掛
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。

■

壬
生
寺
節
分
祭
と
　ほ

う
ろ
く
わ
り

焙
烙
割　

壬
生
寺
の
節
分
祭
は
、
京
都
で
は
吉
田
神
社
の
節
分
祭
と
並
ん
で
有
名
で

す
。
ち
ょ
う
ど
、
壬
生
寺
が
裏
鬼
門
、
吉
田
神
社
が
表
鬼
門
に
あ
た
り
ま
す
。

節
分
（
二
月
上
旬
）
に
は
、
壬
生
狂
言
の
「
節
分
」
が
上
演
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
分
の
京
都
は
寒
く
、
観
覧
席
は
野
外
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
防
寒
が
必

要
で
す
。

壬
生
狂
言
「
焙
烙
割
」

こ
の
節
分
祭
で
は
、
　ほ
う
ろ
く

焙
烙　
（
関
西
で
は
、
普
通
「
ほ
う
ら
く
」
と
読
ん
で

い
ま
す
）
に
、
家
族
の
名
前
と
年
齢
・
性
別
を
書
い
て
奉
納
し
ま
す
。
焙

烙
は
沿
道
の
露
店
で
売
っ
て
い
て
、
奉
納
す
る
と
こ
ろ
は
別
の
と
こ
ろ
で
す

（
し
た
が
っ
て
、
別
々
に
支
払
い
が
必
要
で
す
。
念
の
た
め
）。
奉
納
し
た
焙

烙
は
、
四
月
の
公
演
の
と
き
の
演
目
「
焙
烙
割
」
で
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
、

家
族
全
員
の
　や
く厄　
落
と
し
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

壬
生
大
念
仏
会
（
壬
生
狂
言
春
の
公
開
）
は
、
四
月
二
一
日
〜
二
九
日
毎

日
五
番
程
度
上
演
。
一
番
目
は
決
ま
っ
て
「
焙
烙
割
」
で
す
。
役
人
が
「
一
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番
に
店
を
出
し
た
も
の
の
税
金
を
免
除
す
る
」
と
い
う
立
札
を
だ
し
た
と
こ

ろ
、
ま
ず
　か
っ
こ
う
り

羯
鼓
売　
（
太
鼓
売
）
が
一
番
乗
り
し
た
が
、
役
人
を
待
つ
う
ち
に

一
眠
り
。
そ
の
間
に
、
焙
烙
売
が
あ
ら
わ
れ
て
、
売
り
物
の
羯
鼓
と
焙
烙
を

す
り
替
え
て
し
ま
い
ま
す
。
羯
鼓
売
が
目
を
覚
ま
し
、
焙
烙
売
と
　い
さ
か諍　い
に
な

り
ま
す
。
役
人
が
戻
っ
て
き
て
、
芸
比
べ
を
さ
せ
、
芸
達
者
な
焙
烙
売
に
一

番
乗
り
を
許
し
ま
す
。
焙
烙
売
は
、
露
台
に
見
立
て
た
舞
台
の
手
す
り
の
端

か
ら
端
ま
で
焙
烙
を
積
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
腹
の
お
さ
ま
ら
な
い
羯
鼓
売
は
、

並
べ
た
焙
烙
を
次
々
に
落
と
し
て
割
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
（
千

枚
程
度
の
）
焙
烙
を
次
々
に
落
と
し
て
割
る
と
こ
ろ
が
見
せ
場
。
二
階
の
舞

台
か
ら
一
階
の
土
間
ま
で
落
ち
る
の
で
、
土
煙
が
あ
が
っ
て
迫
力
が
あ
り
ま

す
。
だ
れ
し
も
破
壊
願
望
が
多
少
は
あ
る
も
の
で
、
次
々
に
割
れ
る
焙
烙
を

見
て
い
る
と
爽
快
に
な
り
ま
す
。
二
月
の
節
分
会
に
奉
納
さ
れ
た
焙
烙
が
十

日
間
に
わ
た
っ
て
破
壊
さ
れ
る
の
で
、
単
純
に
計
算
し
て
一
万
枚
。
一
家
族

五
人
と
し
て
、
五
万
人
分
の
厄
落
と
し
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

蕪
村
の
句
に
、
壬
生
狂
言
を
詠
ん
だ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　な
が永　
き
日
を
　い云　
は
で
く
る
　ゝ　
や
　み壬　
　ぶ生　
　ね念　
　ぶ
つ仏　

蕪

村

与
謝
蕪
村
『
蕪
村
自
筆
俳
句
帳
』
八
一
〇

尾
形
仂
編
著
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四

蕪
村
の
俳
諧
仲
間
の
　た
ん炭　
　た
い
ぎ

太
祇　
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
18
回
参
照
）
の
句
も
載

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　き
や
う狂　
　げ
ん言　
は
　な南　
　む無　
と
も
い
　（
は
）わ　
ず
　み壬　
　ぶ生　
　ね念　
　ぶ
つ佛　

太

祇

炭
太
祇
『
太
祇
句
選
後
編
』、
呑
獅
選
、
安
永
六
年
〔
一
七
七
七
〕

　す
み墨　
　ぞ
め染　
の
う
し
ろ
す
が
た
や
　み壬　
　ぶ生　
　ね念　
　ぶ
つ佛　

太

祇

炭
太
祇
『
太
祇
句
選
』、
呑
獅
選
、
明
和
九
年
〔
一
七
七
二
〕

『
中
興
俳
諧
集
』、
鳥
居
清
、
山
下
一
海
校
注

『
古
典
俳
文
学
大
系
』
一
三
、
集
英
社
、
一
九
七
〇

蕪
村
と
太
祇
に
和
し
て
、
二
月
の
節
分
会
で
壬
生
狂
言
を
観
た
と
き
の
感

想
を
、
ひ
ね
り
だ
し
ま
し
た
。
一
時
間
近
く
も
見
物
し
て
い
る
と
、
　か
ら
だ

身
体　
が

冷
え
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　ほ
う焙　
　ろ
く烙　
や
　こ去　
　ぞ年　
と
　か
は変　
ら
ぬ
名
を
書
け
り

艸
蟲
齋

春
立
つ
も
　し
と尿　
こ
ら
へ
つ
　ゝ　
　み壬　
　ぶ生　
　ね念　
　ぶ
つ仏　

艸
蟲
齋

■

旧
神
先
家
住
宅
と
八
木
家
住
宅

こ
の
近
辺
に
は
、
京
都
指
定
・
登
録
文
化
財
の
建
造
物
が
二
箇
所
あ
り
ま

す
。
一
軒
目
は
、
壬
生
寺
表
門
の
　は
す
む
か

斜
向　
い
　き
ゅ
う
か
ん
ざ
き
け
じ
ゅ
う
た
く

旧
神
先
家
住
宅　
（
中
京
区
坊
城
通

仏
光
寺
上
ル
壬
生
賀
陽
御
所
町
）。
神
先
家
は
、
壬
生
の
郷
士
。
母
屋
は
、
文

政
三
年
〔
一
八
二
〇
〕
の
祈
祷
札
が
残
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
の
建
築
。

現
在
は
、「
壬
生
武
家
屋
敷
黒
竹
家
」
と
し
て
営
業
。

二
軒
目
は
、
壬
生
寺
の
北
隣
に
あ
る
　や
ぎ
け
じ
ゅ
う
た
く

八
木
家
住
宅　
（
中
京
区
坊
城
通
綾
小

路
下
ル
壬
生
梛
ノ
宮
町
）。
母
屋
は
文
化
六
年
〔
一
八
〇
九
〕
建
築
。
長
屋

門
な
ど
を
備
え
た
格
式
の
あ
る
構
成
。
幕
末
に
新
選
組
が
分
宿
し
て
い
た
住

宅
で
、
文
久
三
年
〔
一
八
六
三
〕、
新
選
組
の
内
紛
の
際
に
、
芹
沢
鴨
一
派

が
暗
殺
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
近
藤
勇
一
派
は
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
芹
沢
鴨
ら

の
葬
儀
を
お
こ
な
い
、
壬
生
寺
に
埋
葬
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
八
木

家
の
門
前
に
「
鶴
屋
鶴
寿
庵
」。
和
菓
子
「
屯
所
餅
」。
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旧
神
先
家
住
宅

■

新
徳
寺
と
　や

ね
ふ
き

屋
根
葺　
地
蔵

旧
神
先
家
住
宅
の
北
の
新
徳
寺
（
中
京
区
坊
城
通
仏
光
寺
上
ル
壬
生
賀
陽

御
所
町
）
は
、
文
久
三
年
〔
一
八
六
三
〕
清
河
八
郎
が
浪
士
隊
の
本
部
を
置

い
た
と
こ
ろ
。
こ
の
浪
士
隊
の
中
か
ら
京
都
残
留
組
が
分
か
れ
、
新
選
組
へ

と
つ
な
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

新
徳
寺
に
祀
ら
れ
て
い
る
地
蔵
尊
は
、
　や
ね
ふ
き

屋
根
葺　
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
新
徳
寺
は
通
常
は
拝
観
で
き
ま
せ
ん
が
、
門
の
と
こ
ろ
か
ら
内
部
を

覗
く
と
、「
屋
葺
地
蔵
尊
万
年
寺
」
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
も
と
も
と
は
六
角
通
猪
熊
に
あ
っ
た
星
光
寺
の
像
で
、『
星
光
寺

新
徳
寺

屋
葺
地
蔵
尊
の
碑

縁
起
絵
巻
』（
室
町
時
代
、
土
佐
光
信
筆
、
重
要
文
化
財
、
東
京
国
立
博
物

館
蔵
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
絵
と
本
文
を
画
像
と
し
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.tnm

.go.jp/jp/gallery/m
aterial/film

/index.htm
l

）

に
、
そ
の
像
に
ま
つ
わ
る
　れ
い
げ
ん
た
ん

霊
験
譚　
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
長
年
間
（
一
二
四
九
〜
一
二
五
六
）
の
話
。
六
角
櫛
笥
に
、

筆
売
り
の
尼
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
貧
し
い
な
が
ら
、
星
光
寺
の

地
蔵
尊
に
参
る
こ
と
を
日
課
と
し
、
　こ
ん
じ
ょ
う
ご
し
ょ
う

今
生
後
生　
の
加
護
を
頼
み
と

し
て
お
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
商
売
か
ら
帰
っ
て
み
る
と
、
住
居

の
屋
根
が
吹
き
飛
き
と
ば
さ
れ
て
い
ま
す
。
留
守
中
に
に
わ
か
に

風
が
吹
い
て
屋
根
を
吹
き
飛
ば
し
た
こ
と
に
、
尼
は
「
お
地
蔵
さ

ま
の
ご
加
護
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
不
平
を
も
ら
し
ま
し
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た
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
日
に
商
売
か
ら
帰
る
と
、
屋
根
は
立
派
に

葺
き
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
隣
の
者
に
聞
く
と
、
ど
こ
か
ら
か
法

師
が
四
、
五
人
あ
ら
わ
れ
て
、
屋
根
を
な
お
し
た
と
の
こ
と
。
尼

は
改
め
て
地
蔵
尊
の
加
護
を
感
じ
、
熱
心
に
お
参
り
を
続
け
、
最

後
に
は
地
蔵
尊
の
お
迎
え
で
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
霊
験
譚
に
よ
り
、
星
光
寺
の
地
蔵
尊
は
、
　や
ね
ふ
き

屋
根
葺　
地
蔵
と
呼

ば
れ
て
、
朝
野
の
崇
拝
を
集
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
霊
験
譚
が
ど
の
く
ら
い
広
ま
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、『
山
城
名
勝

志
』
巻
四
の
「
矢
田
寺
」
の
項
に
、
六
地
蔵
を
列
挙
し
て
い
る
文
献
が
引
用

さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
親
長
卿
記
云
、
　六ヶ
所
ノ

地
蔵

　

壬
生

西
院
　　號二　
高

西
　寺
一　　

蔵
珠
院
　讃州陣　

八
田
　
星
光
寺

清
和
院
○
白
川
資
益
王
ノ
記
云
、
文
明
十
四
年

七
月
廿
四
日
、
　参
二　
六
地
　
、
蔵
一　

所
謂

西
院
　高西寺　

壬
生

八
田

屋
禰
葺
　星光寺乎　

清
和
院

正
親
町
西
洞
院
　讃州
陣

蔵
珠
院　

『
山
城
名
勝
志
』、
大
島
武
好
、
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
五
〕

『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
二
巻
、
近
藤
瓶
城
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四

新
加
通
記
類
第
一
八

引
用
さ
れ
て
い
る
日
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
甘
露
寺
　ち
か
な
が

親
長　
（
応
永
三
一
年
〔
一
四

二
五
〕
〜
明
応
九
年
〔
一
五
〇
〇
〕）
と
白
川
　す
け
ま
す

資
益　
王
（
応
永
二
四
年
〔
一

四
一
七
〕
〜
文
明
十
六
年
〔
一
四
八
四
〕）
に
よ
る
も
の
で
、
室
町
中
期
の

重
要
な
史
料
で
す
。「
文
明
十
四
年
」
は
、
一
四
八
二
年
。
こ
の
こ
ろ
に
、

六
地
蔵
め
ぐ
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
「
星
光
寺
の
　や
ね
ふ
き

屋
禰
葺　
」

が
は
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
像
は
、
江
戸
時
代
に
万
年
寺

旧
前
川
邸

を
経
て
、
新
徳
寺
に
客
仏
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、『
星
光
寺
縁
起
絵
巻
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
石
仏

で
、
現
在
は
木
像
な
の
で
、
そ
の
霊
験
を
伝
え
る
た
め
に
江
戸
時
代
に
作
り

直
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

新
徳
寺
の
北
は
、
旧
前
川
邸
（
綾
小
路
坊
城
東
南
角
壬
生
賀
陽
御
所
町
）。

現
在
は
、
田
野
製
袋
所
が
所
有
。
新
選
組
が
文
久
三
年
〔
一
八
六
三
〕
〜
元

治
二
年
〔
一
八
六
五
〕
ま
で
、
壬
生
屯
所
と
し
た
住
宅
で
す
。
綾
小
路
坊
城

西
北
角
に
は
、
和
菓
子
屋
「
幸
福
堂
」。「
き
ん
つ
ば
」。
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旧
前
川
邸
か
ら
綾
小
路
通
を
東
へ
ゆ
き
ま
す
と
、
南
側
の
民
家
二
階
に
、

町
名
看
板
「
壬
生
賀
陽
御
所
町
綾
小
路
通
坊
城
東
入
」
4©
が
掲
げ
て
あ
り

ま
す
。
看
板
に
は
「
下
京
區
」
と
あ
り
ま
す
が
、
壬
生
賀
陽
御
所
町
は
、
現

在
は
中
京
区
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　み
ぶ
か
よ
う
ご
し
ょ
ち
ょ
う

壬
生
賀
陽
御
所
町　

　あ
や
こ
う
じ
ど
お
り

綾
小
路
通　
　ぼ
う
じ
ょ
う

坊
城　
　ひ
が
し
い
る

東
入　
4©

町
名
に
あ
る
「
賀
陽
御
所
」
は
、
何
に
由
来
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。『
山
城

名
勝
志
』
巻
四
に
は
、
嘉
陽
門
院
の
御
所
が
四
条
壬
生
に
あ
っ
た
こ
と
が
、

『
明
月
記
』（
藤
原
定
家
の
日
記
）
を
引
用
す
る
形
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

嘉
陽
門
院
御
所

明
月
記
云
、
嘉
禄
二
年
六
月
十
三
日
、
今
夜
　依
二　
祇
園
御
靈
　
、
會
一　

　行
ー二　
幸
四
條
壬
生
嘉
陽
門
院
ノ
御
　
、
所
一　

（
書
き
下
し
文
）

　か
や
う
も
ん
ゐ
ん

嘉
陽
門
院　
　ご
し
よ

御
所　

　め
い
げ
つ
き

明
月
記　
に
　い云　
は
く
、　か
ろ
く

嘉
禄　
二
年
六
月
十
三
日
、　こ
ん
や

今
夜　
、　ぎ
を
ん

祇
園　
　ご
り
や
う
ゑ

御
靈
會　

に
　よ依　
り
て
、
　し
で
う

四
條　
　み

ぶ
壬
生　
、
　か
や
う
も
ん
ゐ
ん

嘉
陽
門
院　
の
　ご
し
よ

御
所　
に
　ぎ
や
う
が
う

行
幸　
す
。

嵐
電
の
坊
城
通
の
踏
切

　か
よ
う
も
ん
い
ん

嘉
陽
門
院　
　れ
い
し

礼
子　
内
親
王
（
正
治
二
年
〔
一
二
〇
〇
〕
〜
文
永
十
年
〔
一
二
七

三
〕）
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
第
二
皇
女
。
賀
茂
斎
院
と
な
っ
た
が
病
の
た
め

退
出
。
　
じ
ょ
う
き
ゅ
う

承
久　
の
変
（
承
久
三
年
〔
一
二
二
一
年
〕）
で
、
父
後
鳥
羽
上
皇
が

隠
岐
に
流
さ
れ
た
あ
と
も
（
母
の
坊
門
局
は
隠
岐
へ
同
行
）、
京
都
に
と
ど

ま
っ
て
、
七
三
歳
ま
で
長
生
き
し
ま
し
た
。
明
月
記
の
日
付
、
嘉
禄
二
年

〔
一
二
二
六
〕
は
、
後
堀
河
天
皇
の
在
位
の
と
き
。
祇
園
御
霊
会
に
際
し
て
、

後
堀
河
天
皇
（
嘉
陽
門
院
の
い
と
こ
に
あ
た
り
、
こ
の
と
き
一
四
歳
）
が
嘉

陽
門
院
御
所
に
行
幸
し
た
と
い
う
内
容
で
す
。
こ
の
嘉
陽
門
院
御
所
が
、
町

名
「
壬
生
賀
陽
御
所
町
」
の
由
来
で
す
。

坊
城
通
（
壬
生
寺
通
）
を
更
に
北
上
す
る
と
、
嵐
電
の
踏
切
。
こ
の
踏
切

を
渡
っ
た
と
き
に
、
電
車
が
来
ま
し
た
の
で
、
写
真
を
一
枚
。
写
真
右
手
の

石
造
り
の
玉
垣
は
、
　な
ぎ梛　
神
社
の
も
の
。
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元
祇
園
梛
神
社
（
東
門
）

北
門

ほ
ど
な
く
、
　な
ぎ梛　
神
社
（
中
京
区
壬
生
梛
ノ
宮
町
）
の
西
門
に
着
き
ま
す
。

社
殿
の
向
き
（
東
面
）
か
ら
考
え
て
こ
ち
ら
が
多
分
、
表
門
。
四
条
通
に
ま

わ
る
と
、
北
門
が
あ
り
ま
す
。

四
条
通
に
面
し
た
北
門
に
は
、
京
都
市
に
よ
る
駒
札
が
立
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
の
で
、
引
用
し
ま
し
ょ
う
。

　な
ぎ梛　
神
社
（
　も
と
ぎ
お
ん
し
ゃ

元
祇
園
社　
）

　す
さ
の
お
の
み
こ
と

素
戔
鳴
尊　
を
主
神
と
し
、
　う
が
の
み
た
ま
の
み
こ
と

宇
賀
御
魂
命　
、
　い
ざ
な
み
の
み
こ
と

伊
弉
冉
命　
、
　ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

誉
田
別
尊　

な
ど
を
配
祀
す
る
。

　じ
ょ
う
が
ん

貞
観　
十
一
年
〔
八
七
六
〕
京
都
に
疫
病
が
流
行
し
た
と
き
、

　ご
ず
て
ん
の
う

牛
頭
天
王　
（
素
戔
鳴
尊
）
の
神
霊
を
　は
り
ま
の
く
に

播
磨
国　
広
峰
か
ら
　か
ん
じ
ょ
う

勧
請　
し
て

　ち
ん
え
き

鎮
疫　
祭
を
行
っ
た
が
、
こ
の
と
き
そ
の
　み
こ
し

神
輿　
を
梛
の
林
中
に
置
い

て
祀
っ
た
こ
と
が
こ
の
神
社
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
。
後
に
神

霊
を
八
坂
（
今
の
八
坂
神
社
）
に
遷
祀
し
た
と
き
当
地
の
住
人

は
花
を
飾
っ
た
　ふ
う
り
ゅ
う
が
さ

風
流
傘　
を
立
て
、
鉾
を
振
り
、
音
楽
を
奏
し
て
神

輿
を
八
坂
に
送
っ
た
。
こ
れ
が
の
ち
の
　ぎ
お
ん
え

祇
園
会　
の
起
源
と
い
わ
れ

る
。
ま
た
、
当
社
は
八
坂
神
社
の
古
址
に
あ
た
る
の
で
元
祇
園
社

と
呼
ば
れ
る
。
維
新
の
頃
は
田
圃
の
中
の
一
小
祠
で
あ
っ
た
が
、

明
治
七
年
〔
一
八
七
四
〕
と
昭
和
四
年
〔
一
九
二
九
〕
の
復
興
を

経
て
現
在
に
至
っ
た
。

境
内
の
　
は
や
ぶ
さ
隼　
神
社
は
　え
ん
ぎ

延
喜　
の
制
度
の
大
社
で
、
大
正
七
年
〔
一
九

一
八
〕
蛸
薬
師
坊
城
か
ら
こ
の
地
に
移
祀
さ
れ
た
。
梛
神
社
と
と

も
に
厄
除
け
、
疫
病
払
い
の
神
で
あ
る
。

明
月
記
の
嘉
禄
二
年
〔
一
二
二
六
〕
六
月
十
三
日
の
記
事
「
祇
園
御
霊
会

の
と
き
後
堀
河
天
皇
が
嘉
陽
門
院
御
所
に
行
幸
」
は
、
当
時
は
祇
園
社
が
こ

の
地
に
あ
っ
た
た
め
に
、
近
く
の
嘉
陽
門
院
御
所
に
赴
い
て
祇
園
御
霊
会
を

楽
し
ん
だ
（
あ
る
い
は
祭
事
に
関
係
し
た
）
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

元
祇
園
梛
神
社
の
氏
子
社
中
は
、
三
条
通
（
北
）、
松
原
通
（
南
）、
壬
生

川
通
（
東
）、
西
土
居
通
（
西
）
に
囲
ま
れ
た
広
い
地
域
で
、
五
月
の
例
祭
の

と
き
は
、
四
条
通
の
門
前
か
ら
、
J
R
山
陰
本
線
の
高
架
を
す
ぎ
て
、
日

本
写
真
印
刷
の
辺
り
ま
で
露
店
が
並
び
ま
す
。
神
幸
祭
の
祭
列
に
は
、
剣
鉾

（
日
月
鉾
、
龍
鉾
、
鳳
凰
鉾
、
朱
雀
鉾
、
虎
鉾
、
菊
鉾
）、
花
傘
、
獅
子
舞
、

少
年
勤
王
隊
な
ど
が
巡
幸
し
ま
す
。

梛
神
社
の
境
内
に
は
、
梛
神
社
の
社
殿
に
並
ん
で
、
隼
神
社
の
社
殿
が

建
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
、
蛸
薬
師
坊
城
に
あ
っ
た
延
喜
式
内
社
。
旧

地
に
は
、
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
隼
神
社
に
つ
い
て
は
、
旧
地
を
め
ぐ
る
と

き
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。



第 23回 壬生寺界隈 356

隼
神
社

■

　な
ぎ梛　
と
　な

ぎ

水
葱　

　な
ぎ梛　
神
社
の
あ
る
地
域
は
、
壬
生
　な
ぎ梛　
ノ
　み
や宮　
　ち
ょ
う
町　
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

名
の
由
来
に
関
し
て
、『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
は
、
次
の
説
明
が
載
っ

て
い
ま
す
。

　な
ぎ
の
み
や

水
葱
宮　
　
　し
で
う

四
條　
の
　に
し西　
、
　せ
ん
ぼ
ん

千
本　
の
　
ひ
が
し
み
な
み

東
南　
の
　か
た方　
、
　は
た
け圃　の
　な
か中　
に
あ
り
。

　ろ
う
さ
ん

老
杉　
一
　ち
う株　
の
　も
と本　
に
　ほ
こ
ら

小
祠　
を
　た建　
つ
る
。
　ど
じ
ん

土
人　
　ご
づ
て
ん
の
う

牛
頭
天
王　
　ぢ
し
ゆ
の
か
み

地
主
神　
と
い

ふ
。
　だ
い
だ
い
り

大
内
裏　
の
　お
ん
と
き

御
時　
、
　こ
の
と
こ
ろ

此
所　
は
　な
ぎ
ま
ち

水
葱
町　
に
し
て
、
一
　そ
う叢　
の
　も
り森　
あ

り
。
　あ
る
き
や
う
て
い

或
京
程　
の
　づ圖　
に
　な
ぎ
ま
ち

水
葱
町　
は
　す
じ
や
く
ど
ほ
り

朱
雀
通　
の
　ひ
が
し東　、
　し
で
う

四
條　
の
　み
な
み南　、
　
ぼ
う
う
じ
や
う

坊
城　

の
　に
し西　
、
　あ
や
の
こ
う
ぢ

綾
小
路　
の
　き
た北　
と
　う
ん

く
云
　々
。

『
山
城
名
勝
志
』
巻
四
で
は
、
項
目
名
は
「
　ナ

ギ
水
葱　
町
」
と
な
っ
て
い
て
、

「
森
の
中
に
小
祠
が
あ
り
、
土
地
の
人
は
、
水
葱
の
宮
と
呼
ん
で
い
る
」
と

説
明
し
て
い
ま
す
。

　ナ

ギ
水
葱　
町
　或京
程
、
　在
二　
朱
雀
ノ
東
、
四
條
ノ
南
、
坊
城
ノ
西
、
綾
ノ
小
路
ノ
　
、
北
一　
按
、
今
此

所
　有
レ　
森
、
々
ノ
中
　有
二　
小
　
、
祠
一　

土
人
　言
二　
之
水
葱
ノ
　
、
宮
一　

是
水
葱
町
之
舊
跡
歟
、　

（
書
き
下
し
文
）

　な

ぎ
水
葱　
町
（
或
る
京
程
、
朱
雀
の
東
、
四
條
の
南
、
坊
城
の
西
、

綾
小
路
の
北
に
在
り
。
　あ
ん按　
ず
る
に
、
今
此
の
所
、
森
有
り
。
森
の

中
に
小
祠
有
り
。
土
人
、
　こ
れ之　
を
　な

ぎ
水
葱　
の
宮
と
言
う
。
是
れ
、
水
葱

町
の
舊
跡
か
）。

一
方
、『
山
城
名
跡
巡
行
記
』
第
一
で
は
、「
　ナ

ギ
水
葱　
ノ
神
祠
」
の
項
を
立
て
、

「
　在
二　
四
條
壬
　生
一　
　拾芥
抄
水
葱
町

跡
即
此

　
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
水
葱
宮
や
水
葱

町
に
関
す
る
出
典
が
『
拾
芥
抄
』
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
　な
ぎ梛　
は
、
槇
科
の
常
緑
高
木
。
こ
れ
に
対
し
て
、
　な

ぎ
水
葱　
は
、
　み
ず
あ
お
い

水
葵　

の
古
名
。
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
居
吉
麿

　ひ
し
ほ醤　
　す酢　
に
蒜
搗
き
合
て
て
鯛
願
ふ

わ
れ
に
な
見
せ
そ
　な水　
　ぎ葱　
の
　
あ
つ
も
の
羮　『

万
葉
集
』
一
六
巻
三
八
二
九

「
　な水　
　ぎ葱　
の
　
あ
つ
も
の
羮　
」
は
、
　な

ぎ
水
葱　
の
若
葉
の
吸
い
物
。
今
で
は
、
水
葱
は
絶
滅
危

惧
種
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
古
く
は
栽
培
し
て
お
り
若
葉
を
食
用
に
し
て
い

ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、『
　さ
い
ば
ら

催
馬
楽　
』に「
　た
な
か

田
中　
」と
い
う
曲
が
あ
り
、そ
の
中
に
　た

な

ぎ

田
水
葱　

が
読
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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田
中

田
中
の
　ゐ

ど
井
戸　
に

光
れ
る
　た

な

ぎ

田
水
葱　

摘
め
摘
め
　あ

こ

め

吾
子
女　

　こ
あ
こ
め

小
吾
子
女　

た
た
り
ら
り

田
中
の
　こ
あ
こ
め

小
吾
子
女　

『
催
馬
楽
』（
八
五
〇
年
こ
ろ
成
立
）

日
本
古
典
文
学
全
集
二
五
巻
、『
神
楽
歌
・
催
馬
楽
・
梁
塵
秘
抄
・
閑
吟
集
』

臼
田
甚
五
郎
、
新
間
進
一
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
七
六

「
光
れ
る
　た

な

ぎ

田
水
葱　
」
は
、「
　ひ比　
　か可　
　れ礼　
　る留　
　た太　
　な奈　
　ぎ支　
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
い
で
に
、
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
第
二
六
六
段
は
神
尽
く
し
で
す

が
、
そ
の
中
に
「
水
葱
の
花
の
御
輿
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。

神
は
松
の
尾
。
　や
は
た

八
幡　
、
こ
の
国
の
　み
か
ど

御
門　
に
て
お
は
し
ま
し
け
む

こ
そ
、
い
と
め
で
た
け
れ
。
　ぎ
や
う
か
う

行
幸　
な
ど
に
、
　水

葱
な
ぎ　
の
花
の
　み
こ
し

御
輿　
に

奉
る
な
ど
、
い
と
め
で
た
し
。
大
原
野
。
　（
不

詳
）

つ
み
て　
。
　い
け池　
は
　を

し
鴛
鴦　
な

ど
い
と
を
か
し
。
　か

も
賀
茂　
は
さ
ら
な
り
。
　い
な
り

稲
荷　
。
　か
す
が

春
日　
い
と
め
で
た

く
お
ぼ
え
さ
せ
た
ま
ふ
。
　さ
ほ
ど
の

佐
保
殿　
な
ど
い
ふ
名
さ
へ
を
か
し
。

（
後
略
）

『
枕
草
子
』、
清
少
納
言

『
日
本
古
典
文
学
体
系
』
一
一
巻
、
松
尾
聰
、
永
井
和
子
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
七
四

「
　な

ぎ
水
葱　
の
花
の
　み
こ
し

御
輿　
」
と
は
、
　そ
う
か
れ
ん

葱
花
輦　
の
こ
と
で
、
屋
形
の
頂
に
（
水
）

葱
の
花
の
形
を
し
た
金
色
の
玉
（
擬
宝
珠
）
を
据
え
た
　こ
し輿　
。
天
皇
が
行
幸
の

際
に
用
い
る
乗
り
物
。
　な

ぎ
水
葱　
が
水
葵
の
こ
と
な
ら
、
花
は
擬
宝
珠
（
い
わ
ゆ

る
葱
坊
主
）
の
形
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

■

綾
小
路
と
錦
小
路

と
こ
ろ
で
、　な

ぎ
水
葱　
と
い
え
ば
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』巻
第
二
の
中
に「
　せ
い
と
く
ひ
じ
り

清
徳
聖　
、

　き
ど
く

奇
特　
の
事
」
と
い
う
お
も
し
ろ
い
話
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。清

徳
聖
が
亡
く
な
っ
た
母
の
供
養
に
三
年
間
愛
宕
山
に
籠
っ
た

あ
と
、
西
の
京
を
通
り
が
か
り
ま
す
。
畑
に
　な

ぎ
水
葱　
が
生
え
て
い
る

の
を
み
て
、
修
行
あ
け
の
空
腹
に
耐
え
切
れ
ず
、
道
す
が
ら
水
葱

を
折
っ
て
食
べ
て
お
り
ま
し
た
。
高
貴
な
聖
が
ガ
ツ
ガ
ツ
と
食
べ

て
い
る
そ
の
光
景
を
畑
の
持
ち
主
が
み
て
、「
欲
し
い
な
ら
欲
し

い
だ
け
召
し
上
が
れ
」
と
い
う
と
、
聖
は
三
町
（
約
三
・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
に
植
わ
っ
て
い
た
水
葱
を
全
部
平
ら
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
白
米
一
石
を
炊
い
て
出
す
と
、
こ
れ
も
み
な
食
べ
て

行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
畑
の
持
ち
主
は
あ
き
れ
て
、
こ
の
話
を

ま
わ
り
に
吹
聴
し
た
と
こ
ろ
、
坊
城
の
右
の
　お
お
と
の

大
殿　
（
藤
原
　も
ろ
す
け

師
輔　
、

延
喜
八
年
〔
九
〇
八
〕
〜
天
徳
四
年
〔
九
六
〇
〕）
の
耳
に
は
い

り
、「
結
縁
の
た
め
に
物
ま
い
ら
せ
て
み
ん
」
と
聖
を
呼
び
ま
す
。

ほ
か
の
人
々
に
は
聖
一
人
し
か
見
え
ま
せ
ん
が
、
師
輔
に
は
、
聖

の
う
し
ろ
に
つ
い
て
き
た
餓
鬼
、
畜
生
、
虎
、
狼
、
犬
、
烏
、
数

万
の
鳥
獣
が
見
え
ま
す
。「
や
っ
ぱ
り
立
派
な
聖
だ
。
め
で
た
い
」

と
、
白
米
十
石
を
炊
い
て
食
わ
せ
る
と
、
つ
い
て
き
た
百
鬼
夜
行

が
集
ま
っ
て
食
べ
て
し
ま
い
、
聖
は
食
べ
ず
に
喜
ん
で
出
て
ゆ
き

ま
す
。
師
輔
以
外
の
人
に
は
聖
一
人
が
食
べ
て
い
る
よ
う
に
み
え

ま
す
が
、
師
輔
は
「
や
っ
ぱ
り
た
だ
の
人
で
は
な
い
。
仏
が
化
身

し
た
も
の
で
は
」
と
感
心
し
ま
す
。
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こ
こ
か
ら
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
、
錦
小
路
が
か
っ
て
「
　く
そ
の
こ
う
じ

屎
小
路　
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
の
由
来
を
、
で
っ
ち
あ
げ
て
い
ま
す
。
上
述
の
大
食
い

話
に
結
び
付
け
て
、
通
り
の
名
前
が
「
屎
小
路
」
で
あ
る
由
来
を
、
も
っ
と

も
ら
し
く
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

さ
て
出
で
て
行
く
程
に
、
四
条
の
北
な
る
　こ
う
ぢ

小
路　
に
　ゑ

ど
穢
土　
を
ま

る
。
こ
の
尻
に
　ぐ具　
し
た
る
　も
の者　
し
散
ら
し
た
れ
ば
、
た
だ
墨
の
や

う
に
黒
き
穢
土
を
　ひ
ま隙　
も
な
く
　は
る
ば
る

遥
　々
と
し
散
ら
し
た
れ
ば
、
　げ

す
下
種　
な

ど
も
き
た
な
が
り
て
、
そ
の
小
路
を
　く
そ糞　
の
小
路
と
つ
け
た
り
け

る
を
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
第
二
の
一

（
小
林
保
冶
、
増
古
和
子
校
注
訳
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

新
編
日
本
古
典
全
集
50
、
小
学
館
、
一
九
九
六
）

（
現
代
語
訳
）

そ
の
あ
と
、
退
出
し
て
歩
い
て
ゆ
く
途
中
、
四
条
の
北
の
　こ
う
じ

小
路　

に
、
聖
が
糞
を
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
う
し
ろ
に
　つ連　
ら
な
っ
て

い
る
百
鬼
夜
行
の
も
の
が
、
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に

糞
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
墨
の
よ
う
に
黒
い
糞
が
隙
間
な
く
は
る

か
向
こ
う
ま
で
散
ら
か
っ
た
の
で
、
身
分
の
低
い
も
の
で
さ
え
　き
た
な汚　

が
っ
て
、
そ
の
小
路
を
　く
そ糞　
の
小
路
と
名
付
け
た
。
そ
れ
で
、

こ
の
由
来
は
、
古
く
は
「
　ぐ
そ
く
こ
う
じ

具
足
小
路　
」
が
訛
っ
て
「
　く
そ
の
こ
う
じ

屎
小
路　
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
ま
す
。
実
際
、『
　し
ゅ
う
が
い
し
ょ
う

拾
芥
抄　
』（
鎌
倉
中
期
成

立
、http://hdl.handle.net/2433/277

）
で
は
、
小
路
を
列
挙
し
た
中

に
、「
　錦—

又
具
足—

屎
小
路　
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、「
聖
に
つ
い
て

き
た
百
鬼
夜
行
の
者
ど
も
が
、
揃
っ
て
糞
を
し
た
と
こ
ろ
が
、
一
列
に
並
ん

で
通
り
に
な
っ
た
」
と
は
大
仰
な
話
で
す
ね
。
も
っ
と
も
、
当
時
は
公
衆
便

所
な
ど
は
な
い
の
で
、
実
際
に
裏
通
り
に
は
「
屎
小
路
」
に
な
っ
て
い
る
通

り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
穢
土
を
ま
る
」
は
「
糞
を
す
る
」
こ

と
。
動
詞
「
ま
る
」
は
、「
お
ま
る
」（
便
器
）
と
し
て
現
在
で
も
生
き
て
い

ま
す
。
つ
い
で
に
、
余
計
な
こ
と
で
す
が
、「
踏
ん
張
る
」
の
語
も
「
清
徳
聖

が
　ふ
ん糞　
を
ま
る
」
に
結
び
つ
け
れ
ば
、
語
源
譚
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
は
続
い
て
、
通
り
の
名
の
改
名
譚
。「
綾
」
を
出

し
て
、「
錦
」
に
繋
げ
る
の
は
、
漫
才
の
掛
け
合
い
の
呼
吸
で
す
ね
。
か
く

し
て
、「
屎
小
路
」
変
じ
て
「
錦
小
路
」
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
。

　み
か
ど帝　聞
か
せ
給
へ
て
、「
そ
の
四
条
の
南
を
ば
何
と
い
ふ
」
と
い

は
せ
給
ひ
け
れ
ば
、「
　あ
や綾　
の
　こ
う
ぢ

小
路　
と
な
ん
申
す
」
と
申
し
け
れ
ば
、

「
さ
ら
ば
こ
れ
を
ば
　に
し
き錦　の
小
路
と
い
へ
か
し
。
あ
ま
り
き
た
な
き

な
り
」
な
ど
と
仰
せ
ら
れ
け
る
に
よ
り
し
て
ぞ
錦
の
小
路
と
は
い

ひ
け
る
。

（
現
代
語
訳
）

天
皇
が
屎
小
路
の
名
前
の
由
来
を
お
聞
き
に
な
っ
て
、「
そ
の

四
条
の
南
の
通
り
を
何
と
呼
ぶ
か
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、「
　あ
や綾　

の
　こ
う
じ

小
路　
と
申
し
ま
す
」
と
答
え
た
。「
そ
れ
な
ら
、
四
条
の
北
に

あ
る
こ
の
小
路
を
　に
し
き錦　の
小
路
と
呼
び
な
さ
い
。
糞
小
路
で
は
あ
ま

り
に
汚
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
そ
れ
よ
り
の
ち
は
、
錦
の

小
路
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
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こ
の
清
徳
聖
の
話
は
、
坊
城
通
（
坊
城
の
右
の
大
殿
）
と
四
条
通
、
さ
ら

に
は
綾
小
路
と
錦
小
路
も
出
て
き
て
、
そ
の
上
「
　な

ぎ
水
葱　
」
も
で
て
き
ま
す
の

で
、
場
所
は
、
現
在
の
　な
ぎ梛　
神
社
の
辺
り
に
違
い
な
い
（
こ
れ
は
単
な
る
想
像

で
す
）。

先
ほ
ど
、
壬
生
寺
の
と
こ
ろ
で
「
　し
と尿　
」
を
出
し
ま
し
た
の
で
、
下
品
つ
い

で
に
、
今
度
は
清
徳
聖
の
「
　く
そ屎　
」
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

　に
し
き錦　
と
て
　ひ
じ
り聖　
の
ひ
り
し
　な水　
　ぎ葱　
の
花

艸
蟲
齋

■

綾
小
路
通
沿
い
の
寺
々

綾
小
路
沿
い
の
壬
生
川
通
〜
大
宮
通
の
間
に
は
、
寺
が
並
ん
だ
一
角
が
あ

り
ま
す
。
す
べ
て
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
の
洛
中
絵
図
（
中
井
家
絵

図
・
書
類
七
四
、http://hdl.handle.net/2433/77614

、
寛
永
後
万
治

前
〔
一
六
二
四
〜
一
六
五
八
の
間
、
一
六
四
二
頃
〕）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
寺
々
で
す
。

町
名
看
板
4©
の
と
こ
ろ
か
ら
、
綾
小
路
を
東
に
進
ん
で
壬
生
川
通
を
越

え
ま
す
と
、
ま
ず
北
面
し
て
聖
徳
寺
。『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
は
、

　し
や
う
と
く
じ

聖
徳
寺　
　
　あ
や
の
こ
う
ぢ
お
ほ
み
や

綾
小
路
通
大
宮　
の
西
に
あ
り
。　じ
や
う
ど
し
う
ち
ん
ぜ
い
は

浄
土
宗
鎭
西
派　
。　
い
に
し
へ
古　

は
　し
ん
ご
ん
し
う

眞
言
宗　
。　い
ま
の
し
う

今
宗　
の
　そ祖　
　じ
や
う
あ
ん
し
や
う
に
ん

貞
安
上
人　
。　ほ
ん
ぞ
ん
あ
み
だ
ぶ
つ

本
尊
阿
彌
陀
佛　
、　し
や
う
と
く
た
い
し

聖
徳
太
子　

の
　さ
く作　
。
　り
ふ
ざ
う

立
像　
、
　さ
ん
じ
や
く
ば
か
り

三
尺
計　
。
四
十
八
　が
ん
め
ぐ
り

願
巡　
の
　だ
い第　
一
　ば
ん番　
な
り
。

　し
や
う
と
く
た
い
し

聖
徳
太
子　
四
十
二
　さ
い歳　
　そ
ん
ぞ
う

尊
像　
　
　ご
じ
さ
く

御
自
作　
。
　み
た
け長　一
　し
や
く
よ

尺
餘　
。
　い

す
倚
子　
に
　よ寄　

り
て
　か
う
ろ

香
爐　
を
　じ持　
し
　た
ま給　
ふ
。（
後
略
）

境
内
の
塀
沿
い
に
あ
る
桜
は
、
幹
の
周
り
約
一
メ
ー
ト
ル
の
大
木
。「
聖
徳

町
名
看
板
の
所
在
（
四
条
大
宮
西
南
の
地
域
）
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聖
徳
寺

寺
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
と
し
て
、
区
民
誇
り
の
木
（
指
定
番
号
A–

02
）
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
南
面
し
て
、
光
縁
寺
。
慶
長
一
八
年
〔
一
六
一
三
〕
頃
の
創
建
。

浄
土
宗
で
、
知
恩
院
の
末
寺
。
山
南
敬
介
を
は
じ
め
と
す
る
新
選
組
隊
士
二

十
余
名
の
墓
所
で
す
。

さ
ら
に
、
光
林
寺
（
北
面
）
は
、
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
。
境
内
で
光
林

保
育
園
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
境
内
に
洛
陽
四
十
八
願
所
地
蔵
尊
第
二
番
の

　み
な
が
み

水
那
上　
地
蔵
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
墓
地
に
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
18
回

で
紹
介
し
た
　た
ん
た
い
ぎ

炭
太
祇　
の
墓
が
あ
る
旨
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

石
碑
の
文
面
は
「
　太祇
居
士
墓

四
明
翁
句
碑　
當
寺
内
に
在
り
」。
四
明
翁
と
は
、
中
川
四
明

光
縁
寺

（
嘉
永
二
年
〔
一
八
四
九
〕
〜
大
正
六
年
〔
一
九
一
七
〕）
の
こ
と
。
正
岡
子

規
に
師
事
し
た
俳
人
。
京
都
奉
行
所
の
与
力
で
あ
っ
た
人
で
、
明
治
時
代
に

な
っ
て
か
ら
、
転
身
し
て
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。
た
い
へ
ん

多
能
な
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
業
績
を

辿
る
の
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
ま
す
。
句
碑
の
句
は
、
墓
所
の
光
林
寺
で
炭

太
祇
を
偲
ん
で
詠
ん
だ
も
の
。

同
じ
寺
の
土
に
な
る
身
と
　ま
き薪　
　お
ら折　
で

四

明

「
　ま
き薪　
　お折　
る
」
は
、
か
ま
ど
や
囲
炉
裏
な
ど
に
薪
を
折
っ
て
く
べ
る
こ
と
と
解

釈
し
て
お
き
ま
ま
す
。
俳
句
の
大
意
は
、「
親
子
と
し
て
一
緒
に
薪
を
折
っ

て
囲
炉
裏
に
く
べ
る
こ
と
は
な
い
が
、
同
じ
寺
に
葬
ら
れ
る
身
と
な
り
た
い

も
の
だ
」
で
し
ょ
う
か
。
四
明
の
葬
儀
は
、
光
林
寺
で
営
ま
れ
ま
し
た
が
、
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光
林
寺

炭
太
祇
墓
の
碑

山
陽
先
生
　　
髪
碑

墓
は
西
院
の
高
山
寺
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
句
に
関
連
し
て
、
太
祇
の
句
を
、

次
に
あ
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

父
と
子
よ
よ
き
　ほ
た榾　
く
べ
し
う
れ
し
顔

太

祇

炭
太
祇
『
太
祇
句
選
』、
呑
獅
選
、
明
和
九
年
〔
一
七
七
二
〕

『
中
興
俳
諧
集
』、
鳥
居
清
、
山
下
一
海
校
注

『
古
典
俳
文
学
大
系
』
一
三
、
集
英
社
、
一
九
七
〇

光
林
寺
の
山
門
右
手
に
は
、
光
林
保
育
園
の
看
板
と
、
傍
ら
に
「
山
陽
先

生
　　
髪
碑
　山内在り　
」
と
彫
り
込
ん
だ
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
看
板
と
、
普
段
は
使
わ
な
い
「
　　
」
の
よ
う
な
難
し
い
漢
字
を

含
ん
だ
石
碑
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
に
は
最
初
は
び
っ
く
り
し
ま
す
が
、

こ
こ
が
京
都
で
あ
る
こ
と
で
、
妙
に
納
得
し
て
し
ま
い
ま
す
。
　え
い
は
つ

　　
髪　
と
は
、

髪
を
埋
め
る
こ
と
。
頼
山
陽
が
生
前
に
建
て
た
と
い
わ
れ
る
遺
髪
塚
が
境
内

に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
門
前
に
保
育
園
の
柵
が
あ
り
、
境
内
に
入

る
の
は
遠
慮
し
ま
し
た
。

光
林
寺
の
向
か
い
、
光
縁
寺
の
東
隣
は
、
法
善
寺
（
南
面
）、
浄
土
宗
。
さ

ら
に
そ
の
東
隣
は
、
西
方
寺
（
南
面
）、
浄
土
宗
。
光
林
寺
の
東
隣
は
、
成

道
院
（
北
面
）、
浄
土
宗
。
東
へ
少
し
で
、
大
宮
通
に
で
ま
す
。

■

仏
光
寺
通
沿
い
の
寺
々

綾
小
路
の
一
筋
南
の
通
り
、
仏
光
寺
通
沿
い
に
は
、
月
輪
寺
、
浄
土
宗
。

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
の
説
明
に
は
、「
　ぐ
わ
ち
り
ん
じ

月
輪
寺　
　
壬
生
寺
の
東
三
町
　ば
か
り計　

に
あ
り
。
浄
土
宗
、
知
恩
院
に
属
す
。
　
い
に
し
へ
古　
は
　つ
き
の
わ

月
輪　
　か
ね
ざ
ね
こ
う

兼
實
公　
の
別
荘
に
し
て
　の
ち後　

寺
と
な
る
。
寺
記
紛
失
す
。
中
興
は
　し
よ
う
り
ん
を
し
や
う

唱
臨
和
尚　
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
藤
原
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兼
実
（
久
安
五
年
〔
一
一
四
九
〕
〜
承
元
元
年
〔
一
二
〇
七
〕
は
、
平
安
末

期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
、
日
記
「
玉
葉
」
を
残
し
ま
し
た
。
彼

の
月
輪
山
荘
は
、
東
山
泉
涌
寺
近
く
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
月

輪
」
は
地
名
と
し
て
も
残
っ
て
い
て
、
泉
涌
寺
の
近
く
に
京
都
市
立
　つ
き
の
わ

月
輪　
中

学
校
が
あ
り
ま
す
。
寺
院
の
移
動
は
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
で
、
中
興
の
と
き

に
移
転
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
右
京
区
清
滝
に
も
月
輪
寺
が
あ

り
ま
す
の
で
、
記
述
に
は
混
同
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

帰
命
院
（
南
面
）、
浄
土
宗
。
門
碑
は
、「
き
ミ
や
う
院
」
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
で
は
「
開
基
は
　ゆ
う
れ
ん
し
や

雄
蓮
社　
　も
ん
よ
し
や
う
に
ん

文
譽
上
人　
。

　け
い
ち
や
う
ね
ん
ち
う

慶
長
年
中　
の
　そ
う

く
草
創　
な
り
」
と
説
明
し
た
あ
と
、
名
高
い
「
　せ
う
に
ご
か
う
た
う

小
児
五
香
湯　
」
を

　き
み
よ
う

帰
命　
の
名
に
ち
な
ん
で
（
ど
う
繋
が
る
の
か
も
う
一
つ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
）

頒
布
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。

帰
命
院
に
は
、
　と

ば
鳥
羽　
　せ
き
い
ん

石
隠　
（
元
文
四
年
〔
一
七
三
九
〕
〜
文
政
六
年
〔
一

八
二
三
〕）
の
墓
が
あ
り
ま
す
（『
国
書
人
名
辞
典
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
）。
今
日
で
は
世
人
の
口
に
の
ぼ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
江
戸
時

代
の
文
人
画
家
で
す
。
当
時
の
人
名
録
『
平
安
人
物
志
』（
日
文
研
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）
の
安
政
四
年
、
天
明
二
年
、
文
化
一
〇
年
、
文
政
五
年
の
版
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
十
年
〔
一
八
一
三
〕
版
（
画
の
項
）
と
文
政
五

年
〔
一
八
二
二
〕
版
（
文
人
画
の
項
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。鳥

羽
希
聰

　字叡
父
号
石
隠
又
号

台
麓
高
辻
諏
訪
町
　

鳥
羽
萬
七
郎

寛
政
頃
に
は
京
都
画
壇
の
重
鎮
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
画
家
と
し
て
活

躍
す
る
だ
け
で
な
く
、
硯
の
研
究
書
『
　わ
か
ん
け
ん
ぷ

和
漢
研
譜　
』（
寛
政
七
年
〔
一
七
九

五
〕）
や
和
漢
書
画
の
印
を
集
め
た
書
物
『
　く
ん
い
ん
ほ
せ
い

　　
印
補
正　
』（
享
和
二
年
〔
一
八

帰
命
院

〇
二
〕）、『
　く
ん
い
ん
ほ
い

　　
印
補
遺　
』（
文
化
七
年
〔
一
八
一
〇
〕
刊
行
）
を
刊
行
し
て
い

ま
す
。

帰
命
院
に
は
、
も
う
一
人
の
画
家
、
　も
り
て
つ
ざ
ん

森
徹
山　
（
安
永
四
年
〔
一
七
七
五
〕

〜
天
保
一
二
年
〔
一
八
四
一
〕
が
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。
円
山
応
挙
の
弟
子
。

動
物
（
猿
、
狸
、
鶴
な
ど
）
を
好
ん
で
描
き
ま
し
た
。
大
阪
で
一
派
（
森

派
）
を
な
し
、
お
お
き
な
勢
力
を
誇
り
ま
し
た
。
養
子
に
森
寛
斎
、
義
子
に

森
一
鳳
が
い
ま
す
。
森
寛
斎
は
京
都
に
住
ん
で
、
勤
王
画
家
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
の
で
、
の
ち
の
回
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
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帰
命
院
の
塀
の
東
は
ず
れ
に
、
町
名
看
板
「
仏
光
寺
通
大
宮
西
入
坊
門

町
」
5©
。
こ
れ
は
ア
リ
ナ
ミ
ン
が
ス
ポ
ン
サ
ー
名
と
し
た
は
い
っ
て
い
ま

す
。
傍
ら
の
告
知
用
黒
板
が
、
古
び
て
い
て
味
が
あ
っ
た
の
で
、
つ
い
で
に

写
し
て
お
き
ま
し
た
。

仏
光
寺
通
を
大
宮
通
に
出
た
と
こ
ろ
、
少
し
南
で
、
町
名
看
板
「
大
宮
通

仏
光
寺
下
ル
五
坊
大
宮
町
」
6©
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
看
板
は
普
通
の

形
式
で
、
交
差
す
る
通
り
の
名
称
が
先
頭
に
大
書
し
て
あ
り
、
町
名
を
小
さ

く
書
い
て
あ
り
ま
す
。
町
名
看
板
1©
〜
4©
と
比
較
し
て
く
だ
さ
い
。
町
名

看
板
6©
に
「
下
京
區
」
と
あ
る
通
り
、
五
坊
大
宮
町
は
現
在
も
下
京
区
の

ま
ま
で
す
。

　ぶ
っ
こ
う
じ
ど
お
り

仏
光
寺
通　
　お
お
み
や

大
宮　
　に
し
い
る

西
入　
　ぼ
う
も
ん
ち
ょ
う

坊
門
町　

5©

　お
お
み
や
ど
お
り

大
宮
通　
　ぶ
っ
こ
う
じ

佛
光
寺　
　さ
が下　
ル
　ご
ぼ
う
お
お
み
や
ち
ょ
う

五
坊
大
宮
町　

6©
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
23
回
）2010/04/07

c©
2007,

2008,
2010

藤
田
眞
作http://xym

tex.com


